
項
　

目
　

名

令
和

７
年

度
担

当
課

衛
生

費

火
葬

場
費

因
幡

霊
場

管
理

費
【

事
業

の
概

要
】

（
単

位
：

千
円

）

21
9,
3
38

△
 5
0,
6
45

16
8,
6
93

15
5,
7
52

【
事
業

の
成

果
】

金
　

額

国
庫

支
出

金
0

県
支

出
金

0

12
9,
9
00

0
【

今
後

の
課

題
・

方
向

性
】

市
町

普
通

負
担

金
25
,8
52

15
5,
7
52

0 0

（
参
考

）

13
,7
24

【
問
合

せ
先

】
環

境
管

理
係

　
08
57
-2
6-
05
32

項 目

令
和
７
年
度
 決

算
事
業
別
概
要
書

1
因

幡
霊
場
内
部
改
修
事
業

年
　

　
度

会
計

名

最
終

予
算

額

本
年

度
決

算
額

区
　

　
　

分

一
般

会
計

款

前
年

度
決

算
額

環
境

衛
生

課

事
業
の
概
要

財 源 内 訳

評
価
結
果

計
画
通
り
に
内
部
改
修
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

　
因
幡

霊
場

は
、

平
成

１
０

年
の

供
用

開
始

か
ら

２
５

年
以

上
が

経
過

し
、
施
設
が
老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、
冷
暖
房
設
備
等
を
更
新
す
る
も
の

で
あ
る

。
ま

た
、

併
せ

て
待

合
室

及
び

ト
イ

レ
を

洋
式

化
し

、
利

用
者

の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
。

　
令
和

７
年

度
は

、
喫

茶
・

売
店

コ
ー

ナ
ー

及
び

待
合

室
(洋

室
)の

改
修

、
授
乳
室
の
新
設
等
を
行
っ
た
。

＜
事
業

内
訳

＞
　

建
物

改
修

：
洋

室
（

３
室

）
の

改
修

、
和

室
（

４
室

）
→

洋
室

、
和

式
ト
イ
レ
→
洋
式
ト
イ
レ
、
女
性
従
業
員
室
・
授
乳
室
の
新
設
な
ど

　
設
備

更
新

：
冷

暖
房

設
備

、
受

水
槽

な
ど

　
物
品

購
入

：
テ

ー
ブ

ル
（

８
台

/室
×

４
室

）
、

椅
子

（
３

２
脚

/室
×

４
室
）

　
令
和

８
年

度
は

、
冷

暖
房

設
備

及
び

受
水

槽
の

更
新

、
待

合
室

（
和

室
）
の
洋
室
化
及
び
ト
イ
レ
の
洋
式
化
等
の
内
部
改
修
工
事
を
引
き
続
き

行
い
、

施
設

の
長

寿
命

化
を

図
る

と
と

も
に

利
用

者
の

利
便

性
向

上
に

努
め
る
。

　
令
和

６
年

度
　

内
部

改
修

実
施

設
計

業
務

等
　

　
　

［
決

算
］

　
13
,7
24
千
円

　
令
和

７
年

度
　

待
合

室
用

テ
ー

ブ
ル

・
椅

子
納

入
　

［
決

算
］

　
10
,9
48
千
円

　
　
　

　
　

　
　

内
部

改
修

工
事

等
　

　
　

　
　

　
　

［
決

算
］

 1
44
,8
0
4千

円
　

　
　

　
　

　
　

（
喫

茶
・

売
店

コ
ー

ナ
ー

の
改

修
、

待
合

室
（

洋
室

）
の
改
修
、
授
乳
室
の
新
設
等
を
施
工
）

地
方

債

そ
の

他

計

そ
の

他
財

源
の

内
訳

当
初

予
算

額

補
正

予
算

額

［１］提出議案関連資料

議案第１３号（案）関連資料
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項
　

目
　

名

令
和

７
年

度
担

当
課

衛
生
費

火
葬
場
費

因
幡
霊
場
管

理
費

【
事

業
の

概
要

】

（
単
位
：
千
円
）

4
0
,
9
8
6

△
 
3
,
5
8
6

3
7
,
4
0
0

3
7
,
4
0
0

【
事

業
の

成
果

】

金
　

額

国
庫
支
出
金

0
【

今
後

の
課

題
・

方
向

性
】

県
支
出
金

0

2
8
,
0
0
0 0

市
町
普
通
負
担
金

9
,
4
0
0

3
7
,
4
0
0 0 0

（
参

考
）

0
前
年
度
決
算
額

環
境

衛
生

課

事
業

の
概

要

財 源 内 訳

評
価
結
果

計
画
通
り
に
事
業
を
実
施
し
、
安
定
し
た
火
葬
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。

　
因

幡
霊

場
の

火
葬

炉
は

８
炉

(う
ち

１
炉

は
動

物
炉

)あ
り

、
耐

熱
煉
瓦
等
耐
火
物
は
、
経
年
劣
化
の
た
め
概
ね
９
年
周
期
で
更
新
を
行
っ
て
い

る
。

１
回

目
の

更
新

は
、

平
成

１
９

年
度

か
ら

２
１

年
度

、
２

回
目

の
更
新
は
、
平
成
２
８
年
度
か
ら
３
０
年
度
に
実
施
し
た
。
近
年
は
、
火
葬

実
績

の
増

加
に

伴
い

使
用

頻
度

が
高

く
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

劣
化

が
進
ん
で
い
る
た
め
、
更
新
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
令

和
７

年
度

は
火

葬
炉

４
炉

（
人

体
用

）
の

耐
火

物
更

新
を

行
っ

た
。

　
既

設
の

火
葬

炉
で

の
更

新
は

最
大

３
回

を
限

度
と

し
て

お
り

、
今

回
が
最
終
の
３
回
目
の
更
新
と
な
る
。

　
火

葬
炉

４
炉

（
人

体
用

）
の

耐
火

物
更

新
　

　
　

　
［

決
算

］
　

37
,4
00
千
円

　
令

和
８

年
度

に
残

る
火

葬
炉

４
炉

（
人

体
用

３
炉

、
動

物
用

１
炉

）
の
耐
火
物
更
新
を
行
う
。

　
耐

火
物

更
新

は
今

回
が

最
終

と
な

る
た

め
、

次
期

火
葬

炉
の

型
式

や
更
新
時
期
等
に
つ
い
て
検
討
し
、
近
年
中
に
方
向
性
を
決
定
す
る
。

地
方
債

そ
の
他

計

そ
の
他

財
源

の
内

訳

当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

最
終
予
算
額

本
年
度
決
算
額

区
　
　
　
分

一
般

会
計

款
【

問
合

せ
先

】
環

境
管

理
係

　
08
57
-2
6-
05
32

項 目

2
因

幡
霊

場
火

葬
炉

耐
火

物
更

新
事

業

年
　
　
度

会
計
名

2



項
　
目
　
名

令
和
７
年
度

担
当

課

衛
生
費

可
燃
物
処
理
費

ご
み
処
理
施
設
管
理
費

【
事
業
の
概
要
】

（
単

位
：

千
円

）

74
0,
0
04 0

74
0,
0
04

【
事
業
の
成
果
】

73
9,
5
70

金
　
額

国
庫
支
出
金

0

県
支
出
金

0 0

54
3,
6
23

市
町
普
通
負
担
金

19
5,
9
47

73
9,
5
70

26
9,
1
13

27
4,
2
95

2
15

（
参
考
）

72
4,
3
30

　
可
燃
物
処
理
施
設
「
リ
ン
ピ
ア
い
な
ば
」
の
安
定
的
な
運
営
管
理
を

行
い
、
可
燃
ご
み
の
適
正
処
理
、
有
害
物
質
の
発
生
抑
制
、
ご
み
焼
却
時

に
発
生
す
る
熱
を
利
用
し
た
発
電
及
び
発
電
し
た
電
力
の
有
効
活
用
を

図
る
と
と
も
に
、
施
設
見
学
者
の
受
入
れ
・
対
応
を
行
っ
た
。

当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

最
終
予
算
額

一
般
会
計

款
【
問
合
せ
先
】
施
設
管
理
係
　
08
57
-2
6-
05
96

項 目

磁
性
物
売
払
収
入

評
価
結
果

施
設
を
適
切
か
つ
安
定
的
に
運
営
し
、
可
燃
ご

み
の

適
正

処
理

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

前
年
度
決
算
額

　
令
和
５
年
度
　
（
債
）
可
燃
物
処
理
施
設
運
営
管
理
業
務
（
R5
～
R
24
）
　
［
決
算
］
　
68
3,
64
3千

円
　
令
和
６
年
度
　
（
債
）
可
燃
物
処
理
施
設
運
営
管
理
業
務
（
R5
～
R
24
）
　
［
決
算
］
　
72
4,
33
0千

円
　
令
和
７
年
度
　
（
債
）
可
燃
物
処
理
施
設
運
営
管
理
業
務
（
R5
～
R
24
）
　
［
決
算
］
　
73
9,
57
0千

円

【
今
後
の
課
題
・
方
向
性
】

地
方
債

そ
の
他

計

そ
の
他
財
源
の
内
訳

可
燃
物
処
理
手
数
料

本
年
度
決
算
額

区
　
　
　
分

　
今
後
も
安
全
・
安
心
な
施
設
と
し
て
安
定
的
に
稼
働
で
き
る
よ
う
、

適
切
な
運
営
管
理
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
適
正
な
ご
み
処
理
及
び
環
境

負
荷
の
低
減
に
努
め
る
。

余
剰
電
力
売
電
収
入

財 源 内 訳

3
リ

ン
ピ

ア
い

な
ば

運
営

管
理

業
務

年
　
　
度

会
計
名

環
境

衛
生

課

事
業

の
概

要

3



項
　

目
　

名

令
和

７
年

度
担
当
課

消
防
費

消
防
費

消
防
施
設
費

（
単
位
：
千
円
）

5
96

,
55

2

△
 8

,
38

3

5
88

,
16

9

3
30

,
65

9

2
57

,
51

0

金
　

額

国
庫
支
出
金

0

県
支
出
金

0

2
57

,
40

0

11
0

市
町
普
通
負
担

金
0

2
57

,
51

0

11
0 0

（
参
考
）

1
89

,
84

0

市
町
特
別
負
担
金

前
年
度
決
算

額

消
防
総
務
課

事
業
の
概
要

財 源 内 訳

評
価

 結
果

計
画

通
り

に
庁

舎
整

備
事

業
が

実
施

さ
れ

、
地

域
の
防

災
拠

点
と

し
て

継
続

的
に

管
内

地
域

の
安

全
・

安
心

の
確

保
を

果
た

す
よ

う
整

備
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。

【
事
業
の
概
要
】

　
昭
和
５
６
年
以
前
の
旧
耐
震
基
準
で
建
築
さ
れ
て
い
る
消
防
庁
舎
は
、
耐
震
性
を
表
す
Is
値
が
基
準
以
下
で
あ
り
、
耐
用
年
数
に
到
達
し
老
朽

化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
等
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
消
防
庁
舎
整
備
基
本
方
針
に
基
づ
き
新
築
事
業
を
進
め
て
お
り
、
令
和
６
年
度

時
点
で
事
業
対
象
９
施
設
の
う
ち
、
５
施
設
の
事
業
を
完
了
し
て
い
る
。
ま
た
、
事
業
対
象
で
な
い
庁
舎
に
つ
い
て
も
、
建
物
・
設
備
の
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
計
画
的
に
修
繕
を
実
施
し
て
い
る
。

【
事
業
の
成
果
】

　
■
八
頭
消
防
署
若
桜
出
張
所
整
備
事
業

　
　
　
令
和
４
年
度
　
基
本
・
実
施
設
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　

[決
算
] 
　
29
,4
80
千
円

　
　
　
令
和
６
年
度
　
新
築
工
事
・
工
事
監
理
業
務
（
１
年
目
）
、
地
盤
変
動
調
査
  
 [
決
算
]　

11
9,
73
1千

円
　
　
　
令
和
７
年
度
　
工
事
監
理
業
務
（
２
年
目
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
決
算
］
　
 
5,
60
0千

円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
築
工
事
・
工
事
監
理
業
務
（
２
年
目
）
（
R8
へ
繰
越
）
  
 　

[繰
越
]　

28
2,
69
9千

円

　
■
気
高
消
防
署
整
備
事
業

　
　
　
令
和
６
年
度
　
基
本
・
実
施
設
計
、
地
質
調
査
業
務
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 [
決
算
] 
　
63
,9
32
千
円

　
　
　
令
和
７
年
度
　
新
築
工
事
（
建
築
・
機
械
）
・
工
事
監
理
業
務
（
１
年
目
）
、
外
構
設
計
業
務
 [
決
算
] 
 2
15
,3
90
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
築
工
事
（
電
気
）
（
R8
へ
繰
越
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　

[繰
越
]　

 4
7,
96
0千

円
　 　
■
鳥
取
消
防
署
自
家
発
電
設
備
他
改
修
事
業

　
　
　
令
和
６
年
度
　
改
修
工
事
実
施
設
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　

[決
算
] 
　
 5
,5
66
千
円

　
　
　
令
和
７
年
度
　
改
修
工
事
（
１
年
目
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
決
算
］
  
36
,5
20
千
円

  
■
消
防
局
・
鳥
取
消
防
署
外
壁
ド
ロ
ー
ン
調
査

  
　
　
令
和
６
年
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　

[決
算
] 
  
  
 6
11
千
円

　 【
今
後
の
課
題
・
方
向
性
】

　
引
き
続
き
、
消
防
庁
舎
整
備
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
適
正
に
新
築
整
備
、
庁
舎
改
修
を
行
う
。

区
　
　
　

分

地
方
債

そ
の
他

計

そ
の

他
財

源
の

内
訳

当
初
予
算

額

補
正
予
算

額

最
終
予
算

額

繰
越
明
許
費
予

算
額

本
年
度
決
算

額

一
般

会
計

款
【
問
合
せ
先
】
管
理
係
　
08
57
-2
3-
24
34

項 目

4
消
防
庁
舎
新
築
・
改
修
事
業

年
　
　
度

会
計
名

4



項
　

目
　

名

令
和

７
年

度
担

当
課

消
防
費

消
防
費

消
防
施
設
費

（
単
位
：
千
円
）

2
7
9
,
9
4
0

△
 
2
1
,
9
6
0

2
5
7
,
9
8
0

2
5
7
,
9
6
6

金
　

額

国
庫
支
出
金

0

県
支
出
金

0

2
5
7
,
9
0
0 0

市
町
普
通
負
担

金
6
6

2
5
7
,
9
6
6 0 0

（
参
考
）

2
6
3
,
6
1
5

前
年
度
決
算
額

消
防

総
務

課

事
業

の
概

要

財 源 内 訳

評
価
結
果

計
画
通
り
に
年
度
内
に
更
新
配
備
し
、
複
雑
多
様

化
す

る
各

種
災

害
に

適
切

に
対

処
す

る
た

め
の

資
機

材
等

を
搭

載
す

る
な
ど
、
効
果
的
な
更
新
整
備
が
図
る
こ
と
が
で

き
た

。

【
事

業
の

概
要

】
　

長
期

間
使

用
に

よ
り

老
朽

化
し

た
車

両
・

資
機

材
を

年
次

計
画

に
基

づ
き
更
新
す
る
も
の
。

　 【
事

業
の

成
果

】
　

■
令

和
５

年
度

　
　

　
災

害
対

応
特

殊
高

規
格

救
急

自
動

車
（

湖
山

消
防

署
 
１

台
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
 
 
 
[
決
算
]
　
　
 
 
3
4
,
8
1
5
千
円

　
(
債

)
災

害
対

応
特

殊
は

し
ご

付
消

防
ポ

ン
プ

自
動

車
（

湖
山

消
防

署
 
１
台
）
（
R
5
～
R
6
）
 
 
 
 
 
 
[
決
算
]
　
　
　
　
　
 
0
千
円

 
 
 
 
 
 
災

害
対

応
特

殊
水

槽
付

消
防

ポ
ン

プ
自

動
車

（
湖

山
消

防
署

 
１
台
）
（
R
6
へ
繰
越
）

　 　
■

令
和

６
年

度
　

(
債

)
災

害
対

応
特

殊
は

し
ご

付
消

防
ポ

ン
プ

自
動

車
（

湖
山

消
防

署
 
１
台
）
（
R
5
～
R
6
）
　
　
 
［
決
算
］
 
 
 
 
 
1
6
0
,
6
0
0
千
円

 
（

債
)
災

害
対

応
特

殊
水

槽
付

消
防

ポ
ン

プ
自

動
車

（
岩

美
署

及
び

八
頭
署
 
各
１
台
）
（
R
6
～
R
7
）
[
決
算
]
　
　
 
 
 
 
 
　
 
0
千
円

　
　

　
災

害
対

応
特

殊
高

規
格

救
急

自
動

車
（

若
桜

出
張

所
 
１

台
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
 
 
 
[
決
算
]
　
　
 
 
 
3
6
,
4
6
5
千
円

　
　

　
災

害
対

応
特

殊
水

槽
付

消
防

ポ
ン

プ
自

動
車

（
湖

山
消

防
署

 
１
台
）
（
R
5
か
ら
繰
越
）
 
 
 
［
決
算
］
　
 
 
 
 
6
6
,
5
5
0
千
円

 　
■

令
和

７
年

度
 
（

債
)
災

害
対

応
特

殊
水

槽
付

消
防

ポ
ン

プ
自

動
車

（
岩

美
消

防
署

及
び
八
頭
消
防
署
 
各
１
台
）
（
R
6
～
R
7
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
　
　
[
決
算
]
　
　
　
1
3
9
,
0
4
0
千
円

　
(
債

)
救

助
工

作
車

Ⅲ
型

（
鳥

取
消

防
署

 
１

台
）

（
R
7
～

R
8
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
　
［
決
算
］
　
　
　

8
2
,
4
0
6
千
円

　
　

　
災

害
対

応
特

殊
高

規
格

救
急

自
動

車
（

青
谷

出
張

所
 
１

台
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
 
[
決
算
]
　
　
 
　
3
6
,
5
2
0
千
円

　
■

令
和

８
年

度
 
（

債
)
救

助
工

作
車

Ⅲ
型

（
鳥

取
消

防
署

 
１

台
）

（
R
7
～

R
8
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
[
決
算
見
込
]
　
 
9
6
,
6
7
2
千
円

　 【
今

後
の

課
題

・
方

向
性

】
　

引
き

続
き

、
消

防
車

両
等

更
新

計
画

に
基

づ
き

適
正

に
更

新
整

備
を

行
う
。

　

地
方
債

そ
の
他

計

そ
の
他

財
源

の
内

訳

当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

最
終
予
算
額

本
年
度
決
算
額

区
　
　
　
分

一
般

会
計

款
【

問
合

せ
先

】
管

理
係

　
0
8
5
7
-
2
3
-
2
4
3
4

項 目

5
消

防
車

両
更

新
事

業

年
　
　
度

会
計
名

5



項
　

目
　

名

令
和

７
年

度
担

当
課

消
防
費

消
防
費

消
防
施
設
費

【
事

業
の

概
要

】

（
単
位
：
千
円
）

1
,
2
9
2
,
5
4
4 0

1
,
2
9
2
,
5
4
4

【
事

業
の

成
果

】

1
,
2
9
2
,
5
4
4

金
　

額

国
庫
支
出
金

0

県
支
出
金

0

1
,
2
9
2
,
5
0
0

4
4

市
町
普
通
負
担

金
0

1
,
2
9
2
,
5
4
4

4
4

（
参
考
）

0
前
年
度
決
算
額

情
報

指
令

課

事
業

の
概

要

財 源 内 訳

評
価
結
果

新
た
な
通
信
イ
ン
フ
ラ
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

消
防

・
救

急
活

動
に

必
要

な
通

信
指

令
機

能
の

安
定

性
・

信
頼

性
を

確
保
し
、
地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
が
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
シ

ス
テ

ム
の

老
朽

化
、

新
た

な
通

信
イ

ン
フ

ラ
へ

の
対

応
を

目
的

と
し
て
、
令
和
５
年
度
に
事
業
着
手
し
た
。
令
和
８
年
３
月
１
８
日
に
更
新

業
務

の
完

成
検

査
、

同
月

２
７

日
に

支
援

業
務

の
検

査
を

完
了

し
、

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
運
用
を
開
始
し
た
。

　
■

令
和

５
年

度
　

設
計

業
務

　
　

　
　

　
　

　
　

[
決

算
]
　

1
2
,
1
0
0
千
円

　 　
■

令
和

６
年

度
　

更
新

業
務

、
支

援
業

務
　

　
　

[
決

算
]
　

　
　

 
0
千
円

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

(
債

務
負

担
行

為
R
6
～

R
7
）

　
■

令
和

７
年

度
　

更
新

業
務

、
支

援
業

務
　

　
　

[
決

算
]
　

更
新

業
務
　
1
,
2
8
1
,
5
0
0
千
円
、
支
援
業
務
　
1
1
,
0
4
4
千
円

　
　

　
　

　
　

　
　

(
債

務
負

担
行

為
R
6
～

R
7
）

【
今

後
の

課
題

・
方

向
性

】

　
新

シ
ス

テ
ム

の
安

定
的

な
運

用
を

図
る

と
と

も
に

、
今

後
の

通
信

技
術
や
イ
ン
フ
ラ
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
、
計
画
的
な
保
守
・
更
新
を
行

い
、

長
期

的
な

安
定

運
用

を
図

る
。

地
方
債

そ
の
他

計

そ
の
他

財
源

の
内

訳

市
町
特
別
負
担
金

当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

最
終
予
算
額

本
年
度
決
算
額

区
　
　
　
分

一
般

会
計

款
【

問
合

せ
先

】
シ

ス
テ

ム
管

理
係

　
0
8
5
7
-
2
9
-
6
8
9
5

項 目

6
高

機
能

消
防

指
令

セ
ン

タ
ー

整
備

事
業

年
　
　
度

会
計
名

6



項
　

目
　

名

令
和

７
年

度
担

当
課

因
幡
振
興
事

業
費

因
幡
振
興
事

業
費

ふ
る
さ
と
振

興
事

業
費

（
単
位
：
千
円
）

2
,
2
4
4 0

2
,
2
4
4

2
,
2
4
4

金
　

額

国
庫
支
出
金

0

県
支
出
金

0 0

2
,
2
4
4

市
町
普
通
負
担

金
0

2
,
2
4
4

2
,
2
4
4 0

（
参
考
）

2
,
2
4
4

前
年
度
決
算
額

総
務

福
祉

課

事
業

の
概

要

財 源 内 訳

評
価
結
果

同
法
人
へ
の
運
営
支
援
を
も
っ
て
、
東
部
圏
域
の

観
光

振
興

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

地
方
債

そ
の
他

計

そ
の
他

財
源

の
内

訳

利
子
及
び
配
当
金

当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

最
終
予
算
額

本
年
度
決
算
額

区
　
　
　
分

【
今

後
の

課
題

・
方

向
性

】
　

東
部

圏
域

の
観

光
振

興
を

図
る

た
め

、
引

き
続

き
同

法
人

へ
の

運
営

支
援
を
行
う
。

【
事

業
の

概
要

】
　

一
般

社
団

法
人

麒
麟

の
ま

ち
観

光
局

（
地

域
連

携
Ｄ

Ｍ
Ｏ

法
人

）
の

運
営
に
要
す
る
経
費
（
人
件
費
を
除
く
）
を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同

法
人

の
運

営
等

を
支

援
し

、
も

っ
て

東
部

圏
域

の
観

光
振

興
を

図
る

。

【
事

業
の

成
果

】
　

一
般

社
団

法
人

麒
麟

の
ま

ち
観

光
局

へ
の

運
営

支
援

事
業

費
補

助
　

　
令

和
５

年
度

　
[
決

算
]
　

2
,
2
4
4
千

円
　

　
Ｄ

Ｍ
Ｏ

運
営

費
決

算
（
人
件
費
、
事
務
所
家
賃
等
）
　
3
8
,
5
6
0
千
円

　
　

令
和

６
年

度
　

[
決

算
]
　

2
,
2
4
4
千

円
　

　
　

　
　

　
　

　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
8
,
9
7
6
千
円

　
　

令
和

７
年

度
　

[
決

算
]
　

2
,
2
4
4
千

円
 
　

 
　

　
　

　
　

　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
6
,
9
3
3
千
円

　
(
参

考
：

同
法

人
の

実
施

事
業

）
 
 
　

・
観

光
D
X
事

業
　

　
　

 
観

光
顧

客
管

理
シ

ス
テ

ム
「

こ
の

へ
ん

共
和

国
」

の
会

員
数

及
び
参
画
事
業
者
数
拡
大

 
 
 
 
 
 
 
（

令
和

8
年

3
月

末
現

在
：

会
員

数
2
7
,
9
2
2
人

、
参

加
店

舗
数

：
2
5
2
店

）
 
　

 
・

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

事
業

 
 
 
 
 
 
 
訪

日
外

国
人

旅
行

者
を

対
象

と
し

た
電

子
チ

ケ
ッ

ト
型

観
光

周
遊

チ
ケ

ッ
ト

「
楽

し
い

鳥
取

パ
ス

」
販

売
促

進
 
 
 
 
 
 
 
 
(
令

和
7
年

度
販

売
実

績
：

7
,
7
4
9
枚

販
売

)
 
 
 
 
・

日
本

遺
産

関
連

事
業

 
 
 
 
 
 
 
周

遊
モ

デ
ル

ル
ー

ト
の

造
成

 
 
 
 
 
 
 
 
(
日

本
遺

産
満

喫
海

側
コ

ー
ス

、
日

本
遺

産
満

喫
山

側
コ

ー
ス

、
日

本
遺

産
シ

ョ
ー

ト
コ

ー
ス

）

7
広

域
観

光
推

進
事

業
（

地
域

連
携

Ｄ
Ｍ

Ｏ
補

助
金

）

年
　
　
度

会
計
名

特
別

会
計

款
【

問
合

せ
先

】
庶

務
係

　
0
8
5
7
-
2
0
-
0
1
1
9

項 目

7



 

   鳥取県東部広域行政管理組合職員特殊勤務手当支給条例の一部を改正す 

る条例（案）要綱 

 

１ 改正する目的 

  「緊急消防援助隊として災害が発生した市町村に出動し、消防の応援等の業務に

従事した消防職員に対し支給される特殊勤務手当」の額の参考としている「人事院

規則９－３０（特殊勤務手当）第１９条災害応急等作業手当」の額の改定に対応す

るため、鳥取県東部広域行政管理組合職員特殊勤務手当支給条例の改正を行うもの

である。 

 

２ 改正する内容 

  緊急消防援助隊として災害が発生した市町村に出動し、消防の応援等の業務に従

事した消防職員に対する特殊勤務手当額を「１日につき 1,080 円」から「１日につ

き 1,440円」に改定すること。（第５条第２項関係） 

 

３ 施行期日 

  この条例は、公布の日から施行し、この条例による改正後の鳥取県東部広域行政

管理組合職員特殊勤務手当支給条例の規定は、令和８年４月１日から適用する。 

 

議案第１４号（案）関連資料 

8



 

鳥取県東部広域行政管理組合職員特殊勤務手当支給条例（平成16年鳥取県東部広域行政管理  

組合条例第２号）新旧対照表 

改正後 改正前 

○鳥取県東部広域行政管理組合職員特

殊勤務手当支給条例 

○鳥取県東部広域行政管理組合職員特

殊勤務手当支給条例 

平成16年３月１日 平成16年３月１日 

条例第２号 条例第２号 

第１条～第４条 （略） 第１条～第４条 （略） 

（消防職員の特殊勤務手当） （消防職員の特殊勤務手当） 

第５条 消防職員の特殊勤務手当は、消防局又は

消防署に勤務する消防職員が消防業務に従事し

たときに支給する。 

第５条 消防職員の特殊勤務手当は、消防局又は

消防署に勤務する消防職員が消防業務に従事し

たときに支給する。 

２ 前項の手当の額は、次に定める額とする。 ２ 前項の手当の額は、次に定める額とする。 

(1)～(7) （略） (1)～(7) （略） 

(8) 消防組織法（昭和22年法律第226号）第45

条第１項に規定する緊急消防援助隊として、

災害が発生した市町村（同法第28条において

準用する場合を含む。）に出動し、同法第44

条第１項に規定する消防の応援等の業務に従

事した消防職員 １日につき1,440円 

(8) 消防組織法（昭和22年法律第226号）第45

条第１項に規定する緊急消防援助隊として、

災害が発生した市町村（同法第28条において

準用する場合を含む。）に出動し、同法第44

条第１項に規定する消防の応援等の業務に従

事した消防職員 １日につき1,080円 

３ （略） ３ （略） 

第６条、第７条 （略） 第６条、第７条 （略） 
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鳥取県東部広域行政管理組合手数料条例の一部を改正する条例（案）要綱 

 

１ 改正する目的 

  令和９年度から令和１１年度までの期間において物価高騰に伴う廃棄物の処理に

要する経費の上昇及び人口減少等に伴う廃棄物搬入量の減少が見込まれることから、

不燃物処理手数料及び可燃物処理手数料の改定を行うためである。 

 

２ 改正する内容 

 ⑴ 不燃物処理手数料の金額を３９０円／10 ㎏から４３０円／10kg に改定するこ

と。（別表２の項関係） 

 ⑵ 可燃物処理手数料の金額を１２０円／10 ㎏から１５０円／10kg に改定するこ

と。（別表３の項関係） 

 

３ 施行期日等 

 ⑴ 施行期日 

この条例は、令和９年４月１日から施行する。 

 ⑵ 経過措置 
   改正後の別表の規定は、令和９年４月１日以後の処理に係る手数料について適

用し、同日前の処理に係る手数料については、なお従前の例による。 

 
４ その他 

  鳥取県東部広域行政管理組合廃棄物等審議会における審議経過 

区分 開催日 審議内容 

第１回 令和８年５月２６日（火） 

・諮問 

・現行料金等について 

・算定方針及び算定方法（案）について 

第２回 令和８年６月３０日（火） ・算定結果及び増減要因について 

第３回 令和８年７月２９日（水） ・答申（案）について 

 令和８年８月２５日（火） ・答申 

 

議案第１５号（案）関連資料 

10



 

鳥取県東部広域行政管理組合手数料条例（平成12年鳥取県東部広域行政管理組合条例第３号）新旧対照表 

改正後 改正前 

○鳥取県東部広域行政管理組合手数料条

 例 

○鳥取県東部広域行政管理組合手数料条

例 

平成12年３月２日 平成12年３月２日 

条例第３号 条例第３号 

第１条～第７条 （略） 第１条～第７条 （略） 

別表（第２条関係） 別表（第２条関係） 

種類 金額 

1 （略） 

2 不燃物処理手数料 

廃棄物の処理及び清

掃に関する法律第6条

の2第1項の規定により

組合が設置する不燃物

処理施設に搬入される

一般廃棄物の処理に関

する手数料 

搬入物の重量10キログラ

ム（10キログラムに満た

ない端数があるときは、

10キログラムとする。）

につき430円 

3 可燃物処理手数料 

廃棄物の処理及び清

掃に関する法律第6条

の2第1項の規定により

組合が設置する可燃物

処理施設に搬入される

一般廃棄物の処理に関

する手数料 

搬入物の重量10キログラ

ム（10キログラムに満た

ない端数があるときは、

10キログラムとする。）

につき150円 

4～24 （略） 
 

種類 金額 

1 （略） 

2 不燃物処理手数料 

廃棄物の処理及び清

掃に関する法律第6条

の2第1項の規定により

組合が設置する不燃物

処理施設に搬入される

一般廃棄物の処理に関

する手数料 

搬入物の重量10キログラ

ム（10キログラムに満た

ない端数があるときは、

10キログラムとする。）

につき390円 

3 可燃物処理手数料 

廃棄物の処理及び清

掃に関する法律第6条

の2第1項の規定により

組合が設置する可燃物

処理施設に搬入される

一般廃棄物の処理に関

する手数料 

搬入物の重量10キログラ

ム（10キログラムに満た

ない端数があるときは、

10キログラムとする。）

につき120円 

4～24 （略） 
 

備考 （略） 備考 （略） 

  

 

11



12



 

 

   鳥取県東部広域行政管理組合因幡霊場の設置及び管理に関する条例の一 

部を改正する条例（案）要綱 

 

１ 改正する目的 

  令和９年度から令和１１年度までの期間において物価高騰に伴う維持管理費の上

昇及び畜類等の火葬件数の減少が見込まれることから、因幡霊場の利用に係る料金

の改定を行うためである。 

 

２ 改正する内容 

  因幡霊場の利用に係る料金を次のとおり改定すること。（別表関係） 

 改正後 改正前 

区分 組織市町の住民 左記以外の住民 組織市町の住民 左記以外の住民 

大人 26,000 57,000 25,000 55,000 

人体の一部等 20,900 45,980 19,800 45,100 

畜類 20,900 45,980 19,800 45,100 

 

３ 施行期日等 

 ⑴ 施行期日 

この条例は、令和９年４月１日から施行する。 

 ⑵ 経過措置 
   改正後の別表の規定は、令和９年４月１日以後の利用に係る料金について適用

し、同日前の利用に係る料金については、なお従前の例による。 

 
４ その他 

鳥取県東部広域行政管理組合廃棄物等審議会における審議経過 

区分 開催日 審議内容 

第１回 令和８年５月２６日（火） 

・諮問 

・現行料金等について 

・算定方針及び算定方法（案）について 

第２回 令和８年６月３０日（火） ・算定結果及び増減要因について 

第３回 令和８年７月２９日（水） ・答申（案）について 

 令和８年８月２５日（火） ・答申 

 

議案第１６号（案）関連資料 
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鳥取県東部広域行政管理組合因幡霊場の設置及び管理に関する条例（平成14年鳥取県東部広域行政管理組合条例第

６号）新旧対照表 

改正後 改正前 

○鳥取県東部広域行政管理組合因幡霊場の設

置及び管理に関する条例 

○鳥取県東部広域行政管理組合因幡霊場の設

置及び管理に関する条例 

平成14年10月23日 平成14年10月23日 

条例第６号 条例第６号 

第１条～第16条 （略） 第１条～第16条 （略）  

別表（第７条関係） 別表（第７条関係） 

（単位：円） （単位：円） 

区分 単位 組織市町の住民 左記以外の住民 備考 

人

体 

大人 1体につき 26,000 57,000  

小人 1体につき 16,000 35,000満4歳以下 

死胎 1胎につき 16,000 35,000妊娠4月以上

の死産児 

改葬遺骸 1件につき 16,000 35,000  

人体の一部等 1件につき 20,900 45,9801件は10kgま

で 

畜類 1頭につき 20,900 45,980  
 

区分 単位 組織市町の住民 左記以外の住民 備考 

人

体 

大人 1体につき 25,000 55,000  

小人 1体につき 16,000 35,000満4歳以下 

死胎 1胎につき 16,000 35,000妊娠4月以上

の死産児 

改葬遺骸 1件につき 16,000 35,000  

人体の一部等 1件につき 19,800 45,1001件は10kgま

で 

畜類 1頭につき 19,800 45,100  
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１ 現契約内容

○工事名称：因幡霊場内部改修（機械）工事

○工 期：令和７年１０月２８日から令和９年２月１９日まで

○契約金額：金２６８，４００，０００円（税込）

○契約業者：因幡霊場内部改修（機械）工事

鳥取ビルコン・エネトピアエンジニア特定建設工事共同企業体

２ 主な変更内容

○仮設受水槽の設置

本件工事で実施した受水槽の更新工事において、更新工事中の施設への給水に仮設受水槽

の設置が必要となった。

因幡霊場内部改修（機械）工事に係る工事請負契約の変更について

３ 変更契約金額

＜変更後＞契約金額 ２７２，２２３，６００円（増額 ３，８２３，６００円）

議案第１７号（案）関連資料
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１ 現契約内容

○工事名称 ： 気高消防署新築（建築）工事

○工 期 ： 令和７年１０月２８日から令和９年１月２９日まで

○契約金額 ： 金４３３，８４０，０００円（税込）

○契約業者 ： 気高消防署新築（建築）工事懸樋・大和特定建設工事共同企業体

２ 主な変更内容

〇インフレスライド（物価上昇）による増額

３ 変更契約金額

＜変更後＞ 契約金額：金４４０，３６３，０００円（税込）（増額：金６，５２３，０００円）

気高消防署新築（建築）工事に係る工事請負契約の変更について

議案第１８号（案）関連資料
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